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我が家への来訪客に例えると。。。

►これまで、
►玄関から居間や応接間に通し、

►そこで、お手伝いさんが用意したお茶を飲み茶菓子を食べ
ながら、

►座敷越しに見える床の間の「掛け軸」や「壺」を眺めていた

►いまは、
►座敷に通して、床の間の真ん前で、

►主から「掛け軸」や「壺」の説明をうけながら、

►ときには、直に壺の感触を確かめながら、うなっている

この背景には。。。

►旅行者ニーズの変化

►従来の旅行スタイルに対する批判
►物見遊山、宴会型への批判

►学習要素、知的好奇心などの推奨

►観光地側の事情
►地域のことをよりよく知ってもらいたい。

►そして、理解してもらい、ほめてもらい、自分たちの地域
の誇り、地域生活の自信としたい。

►観光産業を地域経済の起爆剤に！＇観光客を案内する
ガイド業が成立！！（
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ソフト産業としての観光業の発展

►海浜・海洋レクリエーション

 ダイビング → ターゲットマーケットの拡大

 シュノーケリング → 自然度の高いところへ案内

 シーカヤック → 〃

 磯遊び → エコツアー・環境学習

その一例として： 修学旅行
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資料：沖縄県

＜修学旅行＞

1980年 127校

19,988人

＇入域者数の1.1%（

2006年 2,615校

439,823人

＇入域者数の7.8%（

＇万人（



資料1 ＇財（日本交通公社 寺崎委員プレゼン資料

7

修学旅行急増の背景

►学習効果を強く意識

 テーマ性
►国際

►福祉

►環境

►平和

 クラス別・班別行動

 体験学習化

→ 海域を含めた自然地域
をフィールドとして活用

体験学習実施率＇全国平均：％（
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資料：(財)日本修学旅行協会

新たな体験プログラムの開発ラッシュ

►地域固有の体験プログラムを開発、売り込み競争

►沖縄らしさ

 地域の知恵

 イノーでの環境学習

→ 利用地域の拡大

→ 資源に配慮のない、利用方法の増大

→ 準備の尐ない、事業者の増大＇安全性にも懸念（
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いま、必要なことは

►観光現象の急激な変化への対応
►施設開発の管理 → 利用の直接的な誘導へ

►計画的な利用の誘導
►利用する場所、しない場所の計画

►利用の仕方のルール

►一歩進んで、保全のための具体的なアクション

観光業
旅行者

・雇用効果
・経済効果

・地域良さ再認識
・環境保全活動
・地域の活性化

・旅行の満足
・地域への愛着

・環境保全への気づき
・地球に優しい生き方

地域資源の価値を核に考えた観光社会の仕組み

資源そのものの
観光的価値

ガイダンスによる
付加価値

ガイダンス

お金＇対価の支払い（

満足感

地域資源

保全活動
ルール

資源の保全と継
承

地域社会


